













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































???????????????? ?? ?????? ? ? ? ?? ??
に強制はしないがある方向へのベクトルは指し
示す。生徒の自主性自治性は尊重するが，より
高い文化性は求める。難しい課題だが，意識的
に取り組むべきだ。
　４つは，先に述べたこととも重なるが，教師
集団も生徒集団も，話し合ってことを進めるこ
とだ。効率をもとめる現代社会では，子どもも
大人も回りくどい話し合いをしようとしない。
どのようにすれば，話し合いの場が作れるの
か，どのようにすれば，有意義な話し合いにす
ることができるのか，どのようにすれば団結し
た力を創り出せるのか，学校に教師として働く
以上そのことを絶えず心にかけながら働き続け
なければならない大切な課題だと考える。
???
?「普通科と総合学科の中間的な高校をめざし
て─神奈川県立Ａ高校の学校づくり試案─」
（高校教育のアイデンティティ，教育科学研
究会・小島昌夫・鈴木聡編，国土社，1996年） 
?「子どもが生きる場としての学校─自治活
動・行事・放課後」（講座教育実践と教育学
の再生第３巻学力と学校を問い直す，教育科
学研究会編，かもがわ出版，2014年）
